


イソプレン単位が配置しているのが特徴である。 充填剤に対するグッタペルカの量はシリカゲルに対し

ては14．3mg／g，セライトに対しては20．3mg／gであった・

2、方法 分離物質には低分子有機物の一例としてフェノール性

実験はグッタペルカの抽出，精製法の確立とその脂 化合物であるオイゲノール，ステロイド化合物である

溶性成分吸着能を測定する実験と，抽出したグッタペ エストラジオールを選択した。

ルカの利用法を探る「和紙への杭きこみ」，「生体への 充填剤へのグッタペルカ担持方法を以下に示す。ま

投与」といった実験とを平行して行った。 ずシリカゲル，もしくはセライトが充填されたカラム

2－1．グッタペルカの抽出・精製法 にグッタペルカのトルエン溶液を滴下した後，真空乾

杜仲生葉を採取直後，液体窒素で急冷し，エタノー 燥した。その後純水を加え，上澄みをデカンテーショ

ルに浸漬した。その後ミキサーにより破砕し，これを ンで除いた。カラム上部にパッカーを取り付け，通常

粉末化した。枝，種子，種子殻，樹皮もミキサーによ 時の3倍の流速（毎分2．4ml）で溶媒を流し，充填剤に

り破砕した後，エタノールを溶媒として用いたソック グッタペルカを担持させた。

スレー抽出を行い，さらにトルエンを溶媒に用いてソ グッタペルカの脂溶性成分吸着性の調査実験の測定

ックスレー抽出を行った。 条件は以下の通りである。シリカゲルカラムとグッタ

ここまでの操作で得られた「粗」杜仲グッタペルカ ペルカを担持させたシリカゲルカラムとのH　P　L　Cに

をきらに精製するべく，トルエンとメタノールを用い よるオイゲノール分離実験，およびセライトカラムと

た溶媒沈殿精製をこの後3回繰り返した。ここで得ら グッタペルカを担持させたセライトカラムとのH　P　L

れた精製物に，熱n一ヘキサンを用いた再沈殿精製を Cによるオイゲノール分離実験の分離条件は「溶離溶

施すことによって，より精製された杜仲グッタペルカ 媒：純水，流速：毎分O．8m1，検出波長：220nm，カラム

を得た。図6にその過程のフローチャートを示す。 温度：40℃」であった。またシリカゲルカラムとグッ

タペルカを担持させたシリカゲルカラムとのH　P　L　C

生 によるエストラジオール分離実験の分離条件は「溶離

採取直後，液体窒素で急冷し，エタノールに漫漬 溶媒：水，流速：毎分O．8m1，検出波長：200nm，カラム
破砕（ミキサー）

温度：40℃」であった。

破砕（ミキサー）

エタノールソツクスレー抽出 2－3．グッタペルカの和紙への杭きこみ

To1ueneソ“　スレ 抽出したグッタペルカの利用法を探るべく，その一

環として和紙への椀きこみを検討した。杜仲部位中最

・　ペルカ も高濃度でグッタペルカを含む樹皮をハンマーを使っ
溶煤沈吸O理（ToIuene一メタノー1レ）×3

再沈吸O製（HOtrhOXan0）
て破砕し，グッタペルカ繊維以外の爽雑物をふるいで

“　ペルカ 除くと，グッタペルカを多く含む繊維が残る。本実験

図6．杜仲グッタペルカ　抽出・精製法 ではこの繊維を楮と混合して和紙に椀いた。混合割合

は楮2に対しグッタペルカ繊維を1とした。

2－2．グッタペルカの脂溶性成分吸着性

高速液件クロマトグラフイーのカラム充填剤とし 2－4．生体への投与実験

て，各種素材にグッタペルカを担持したものを用い， 著者は杜仲グッタペルカの脂質吸着能に着目した。

吸着性の調査を行った。測定条件は以下の通りである。 すなわち杜仲グッタペルカを生物に経口投与した場合

カラム充填剤にはシリカゲル，およびセライトを用い， 期待できる余剰脂質吸着効果，並びに内分泌擾乱物質
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性も高いことから，この杜仲茶製造後の「残澄」から 含量を低下させるのは杜仲茶に含まれるゲニポシド酸

のグッタペルカ抽出法を現在確立中である。しかし同 ではなく，杜仲葉を水抽出した後にも大半が残存する

サンプルは加熱処理済みということもあってか，グッ グッタペルカの効果である可能性が高いと思われる。

タペルカ画分は褐色であり，これを用いた製品は薄い

褐色を示すなど，非加熱杜仲葉の加工性には未だ及ば
表3．杜仲地鶏，杜仲ガラ地鶏（仮），岡山地鶏および市販

鶏肉中過酸化脂質量の比較（TBARS値；nmo1／g）

ないのが現状である。今後グッタペルカ画分の脱色法

を検討するなど，品質向上のための手段を講ずる予定
手羽 もも むね 皮

である。 杜仲地鶏 428 388 321 364

杜仲ガラ地鶏 487 447 498 468

岡山地鶏 520 513 618 620
3－4． 動物実験結果 市販ブロイラー 282 290 1406 508

3－4－1．総脂質量の測定結果
杜伸地鶏：1OO日齢から16日間180g／6kg（3％）の乾燥杜仲葉

杜仲地鶏，杜仲ガラ地鶏，岡山地鶏および市販鶏肉 混入飼料を摂取（n＝9）

中脂溶性成分比較を行った。総脂質量の測定結果を表 杜仲ガラ地鶏：100日齢から16日間180g／6kg（3％）の杜仲茶

1に示す。杜仲地鶏・杜仲ガラ地鶏とも市販鶏肉の約
抽出済み乾燥葉混入飼料を摂取（n＝6）

岡山地鶏：一般飼料で100日間飼育（n＝6）

半分，岡山地鶏と比較しても3／4～2／3量の脂質含量で

あらた。また杜仲葉と杜仲茶抽出済み試料間に大きな 3－4－3．過酸化脂質量の測定結果

差がなかったことから，地鶏各食用部の脂質含量を低 過酸化脂質量の測定結果を表3に示す。杜仲地鶏・杜

下させるのは杜仲茶に含まれるゲニポシド酸ではな 仲ガラ地鶏とも部位によっては市販ブロイラーの約倍

く，杜仲葉を水抽出した後にも大半が残存するグッタ の過酸化脂質量となった。これは杜仲地鶏・杜仲ガラ

ペルカの効果である可能性が高いと思われる。 地鶏ともにケージ飼育ではないため運動量が市販ブロ

イラーよりも多かったことが理由として考えられる。
表1．杜仲地鶏，杜仲ガラ地鶏（仮），岡山地鶏および市販

鶏肉中総脂質量の比較（g／100g）
しかしながら杜仲地鶏・杜仲ガラ地鶏は岡山地鶏と比

較して，過酸化脂質量は低い含量であった。杜仲葉，
手羽 もも むね 皮

および杜仲茶抽出済み試料に何らかの抗酸化物質が含

杜仲地鶏 637 7．85 1．2 8．6 まれている可能性も示唆された。

杜仲ガラ地鶏 7．48 9．85 1．4 9－8

岡山地鶏 11．5 12．3 1．8 12．5 表2．杜仲地鶏，杜仲ガラ地鶏（仮），岡山地鶏および市販
市販ブロイラー 15．8 146 2．4 16．5 鶏肉中総コレステロール量の比較（mg／100g）

杜仲地鶏：100日齢から16日間180g／6㎏（3％）の乾燥杜仲葉 手羽 もも むね 皮
混入飼料を摂取（n＝9）

杜仲ガラ地鶏：100日齢から16日間180g／6kg（3％）の杜仲茶 杜仲地鶏 66 69 68 88
抽出済み乾燥葉混入飼料を摂取（n＝6） 杜仲ガラ地鶏 65 70 66 90
岡山地鶏：一般飼料で1OO日間飼育（n＝6） 岡山地鶏 72 75 70 95

市販ブロイラー 82 89 78 113

3－4－2． コレステロール量の測定結果 杜仲地鶏：100日齢から16日間180g／6kg（3％）の乾燥杜仲葉

コレステロール量の測定結果を表2に示す。杜仲地 混入飼料を摂取（n＝9）

鶏・杜仲グラ地鶏とも市販ブロイラーの約3／4，岡山 杜伸ガラ地鶏：100日齢から16日間180g／6kg（3％）の杜仲茶

地鶏と比較しても少ない量のコレステロール含量であ
抽出済み乾燥葉混入飼料を摂取（n＝6）

岡山地鶏：一般飼料で100日問飼育（n＝6）

った。また杜仲葉と杜仲茶抽出済み試料間に大きな差

がなかったことから，地鶏各食用部のコレステロール
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表4．岡山地鶏，杜仲地鶏および杜仲ガラ地鶏油脂中脂肪酸組成（％）

C14：O C16：0 C16：1 C18：0 C18：1 C18：2n－6　C18：3n－3 C20：4n巧 C20：5n－3 C22：6n－3

岡山地鶏

手羽 O．9 22．6 7．6 5．6 43．3 15．1 O．8 O．7 0．4 0．7

もも 0．8 22．9 7．1 6．4 42．4 15．4 0．7 O．9 O．4 0．9

むね O．9 23．9 6．O 7．4 41．O 14．7 0．7 1．O 0．5 1．3

皮 1．0 23．6 7．1 6．O 43．7 15．O 0．8 O．4 O．3 O．4

杜仲地鶏

手羽 O．7 16．6 5．6 4．1 31．7 22．7 14 1．1 0．6 1．1

もも O．6 16．6 5．2 4．6 308 23．1 1．1 1．4 0．6 1．4

むね O．7 17．4 4．4 5．4 29．8 22．1 1．1 1．5 O．8 2．O

皮 O．7 17．6 5．3 4．5 32．6 22．5 1．2 0．6 O．5 O．6

杜仲ガラ地鶏

手羽 O．7 17．2 5．8 4．3 329 204 1．2 0．9 0．5 O．9

もも 0．6 17．2 5．3 4．8 319 20．8 O．9 1．2 O．5 1．2

むね O．7 18D 4．5 5．6 309 19．8 O．9 14 O．7 1．8

皮 O．8 18．2 5．5 4．6 337 20．3 1．1 O．5 0．4 O．5

3－4－4．脂肪酸組成の測定結果 食用部位の脂肪酸組成を測定した結果，飽和脂肪酸，

脂肪酸組成の測定結果を表4に示す。普通飼料投与 一価不飽和脂肪酸割合に影響を与えないもの，多価不

岡山地鶏と比較して杜仲茶抽出済み飼料および乾燥杜 飽和脂肪酸割合が増加した。このことは総脂質量が低

仲葉を投与した群に於いて飽和脂肪酸，一価不飽和脂 下したものの，必須脂肪酸量を保持しようと生体が反

肪酸は一定の値を保つものの，多価不飽和脂肪酸は逆 応した可能性を示す結果である。

に増加する傾向が見られた。 著者は杜仲葉を地鶏に与える本実験で杜仲が生体の

余剰脂質を吸着・排泄し，かつ脂肪酸組成の改善を促

動物への杜仲葉経口投与実験の総括 すというデータを得た。このデータを元にこれからは

総脂質含量は乾燥杜仲葉を与えた地鶏，および杜仲 「乾燥杜仲葉をべ一スとする鶏餌の調製」，「鶏肉の脂

茶抽出済み飼料を与えた地鶏とも，市販ブロイラーの 肪およびコレステロールの値が低下」，「直接摂取する

約半分，岡山地鶏と比較しても3／4～2／3量のであった。 ことによる生活習慣病の予防」といった分野にも展開

また杜仲葉と杜仲茶抽出済み試料間に大きな差がなか 可能であろう。

ったことから，地鶏各食用部の脂質含量を低下させる

のは杜仲茶に含まれるゲニポシド酸ではなく，杜仲葉 4．今後の課題

を熱湯抽出した後にも大半が残存するグッタペルカの これまでの研究成果から以下にあげるような今後の

効果である可能性が高いと思われる。 展開を考えている。

またコレステロール含量も乾燥杜仲葉を与えた地

鶏，および杜伸茶抽出済み飼料を与えた地鶏とも市販 4－1．脂溶性成分の吸着能力に注目

ブロイラーの約3／4，岡山地鶏と比較しても少ない量 グッタペルカはオイゲノールなど悪臭成分を吸着す

であった。またここでも乾燥杜仲葉と杜仲茶抽出済み るという結果を得ており，このことから以下にあげる

試料間に大きな差がなかったことから，地鶏各食用部 ような今後の展開が考えられる。

のコレステロール含量を低下させるのは杜仲茶に含ま

れるゲニポシド酸ではなく，グッタペルカの効果であ 1． 「臭わない鶏糞」の開発

る可能性が高いと思われる。 2． 「糞が臭わない」ペット用餌の開発
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